
特別用途食品共通設問
アンケート調査結果
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背景：特別用途食品共通設問

※全体の母数は、有効回答が得られた1698件について集計

都道府県別回答数

東京都 239 新潟県 35 福島県 21 秋田県 13

大阪府 131 静岡県 34 香川県 21 高知県 13

神奈川県 126 宮城県 33 岩手県 21 青森県 12

福岡県 106 岐阜県 28 栃木県 19 富山県 12

愛知県 100 三重県 26 佐賀県 18 徳島県 12

北海道 65 山口県 25 京都府 18 山形県 8

埼玉県 51 長崎県 25 石川県 15 福井県 8

兵庫県 51 群馬県 25 長野県 15 鳥取県 8

広島県 50 大分県 24 山梨県 15 沖縄県 8

千葉県 48 茨城県 23 和歌山県 14 島根県 6

鹿児島県 48 愛媛県 23 滋賀県 14 奈良県 6

熊本県 41 岡山県 23 宮崎県 13 未回答 8
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背景：特別用途食品共通設問

※全体の母数は、有効回答が得られた1698件について集計

施設の種類

病院 1178

クリニック 46

特別養護老人ホーム 292

介護老人保健施設 113

その他 67

無回答 2

合 計 1698
69%3%

17%

7%
4%

0% 病院

クリニック

特別養護老人

ホーム

介護老人保健施

設

その他

未回答
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背景：特別用途食品共通設問

※全体の母数は、有効回答が得られた1698件について集計

ベッド数

500床以上 216

200-500床 438

100-200床 531

50-100床 348

1-50床 95

なし 65

無回答 5

合計 1698

13%

26%

31%

20%

6%

4% 0%

500床以上

200-500床

100-200床

50-100床

1-50床

なし

未回答
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背景：特別用途食品共通設問

※全体の母数は、有効回答が得られた1698件について集計

業種

医師 36

歯科医師 22

薬剤師 13

看護師 89

管理栄養士・栄養士 1399

理学療法士 42

言語聴覚士 55

作業療法士 14

介護福祉士 6

ケアマネージャー 3

その他 19

合計 1698

2%
1%

1%

5%

83%

3%

3%1%
0%

0%1%
医師

歯科医師

薬剤師

看護師

管理栄養士・栄養士

理学療法士

言語聴覚士

作業療法士

介護福祉士

ケアマネージャー

その他
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特別用途食品共通設問 アンケート調査結果

1．貴施設において、「いわゆる治療食品」を使用していますか。

54%36%

10%

頻繁に使用する

時々使用する

ほとんど使用しない

n=1698  
頻繁に使用する：922
時々使用する：602
ほとんど使用しない：166
未回答：8

有効回答数：1690
1690/1698
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特別用途食品共通設問 アンケート調査結果

2．「いわゆる治療食品」を使用する理由を下記よりお選びください。
（複数回答可）

1130

939

430

338

62

効果が期待できる

便利である

医師からの依頼がある

安全である

その他

n=1698   未回答：0
有効回答数：1698

1698/1698
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特別用途食品共通設問 アンケート調査結果

3．「いわゆる治療食品」の中で、人形マークの付いた食品が、消費
者庁許可特別用途食品であることをご存知ですか。）

78%

22%

知っていた

知らなかった

n=1698   
知っていた：1313
知らなかった：381
未回答：4
有効回答数：1694

1694/1698
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特別用途食品共通設問 アンケート調査結果

4．「特別用途食品」を優先的に選択して利用していますか。

28%

72%
利用している

利用していない

n=1698  
利用している：464
利用していない：1211
未回答：23
有効回答数：1675

1675/1698

9



特別用途食品共通設問 アンケート調査結果

5．＜質問4で利用していると回答した方＞

①利用している特別用途食品の種類を下記よりお選びください。
（複数回答可）

327

294

278

53

44

39

20

9

えん下困難者用食品

病者用食品 総合栄養食品

病者用食品 低たんぱく質食品

病者用食品 個別評価型食品

病者用食品 アレルゲン除去食品

乳児用調製粉乳

病者用食品 無乳糖食品

妊産婦、授乳婦用粉乳

n=464
利用していると回答し、未回答：2
有効回答数：462 462/464 10



特別用途食品共通設問 アンケート調査結果

5．＜質問4で利用していると回答した方＞

②利用している理由は何ですか。下記よりお選びください。
（複数回答可）

322

268

104

74

10

摂取する方に最適だから

効果が期待できるから

国が認可した食品なので安心だから

関係者（医師など）から指定又は推薦されたから

その他

n=464
利用していると回答し、未回答：8
有効回答数：456

456/464 11



特別用途食品共通設問 アンケート調査結果

6．＜質問4で利用していないと回答した方＞
①利用していない理由は何ですか。下記よりお選びください。 （複数回答可）

411

275

245

186

131

55

28

158

同じ目的の食品が他にもたくさんあってどれを選んでも差がない

特別用途食品の種類や商品名がわからない

価格が高い

特別用途食品とは何か、よくわからない

利用するメリットがない

使い方がよくわからない

入手方法がわからない

その他

n=1211 利用していないと回答し、未回答：169
有効回答数：1042 1042/1211 12



特別用途食品共通設問 アンケート調査結果

6．＜質問4で利用していないと回答した方＞

②どのような環境になれば、利用するとお考えですか。下記よりお選びください。
（複数回答可）

615

549

381

363

295

209

201

55

特別用途食品が医療・介護保険適用の対象となる

特別用途食品の認知度が高まって、その有用性が明らかになる

特別用途食品が医療費控除の対象となる

特別用途食品の流通が広まって、購入しやすくなる

特別用途食品の購入者や利用者にとって、わかりやすい表示がされる

特別用途食品の種類がもっと増える

特別用途食品が消費税免除の対象となる

その他

n=1211 利用していないと回答し、未回答：136
有効回答数：1075 1075/1211 13



低たんぱく質食品
アンケート調査結果
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背景：低たんぱく質食品

※全体の母数は、有効回答が得られた701件について集計

施設の種類

病院 511

クリニック 27

特別養護老人ホーム 101

介護老人保健施設 33

その他 28

無回答 1

合 計 701 73%
4%

14%

5%
4% 0%

病院

クリニック

特別養護老人ホーム

介護老人保健施設

その他

未回答
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背景：低たんぱく質食品

※全体の母数は、有効回答が得られた701件について集計

ベッド数

500床以上 101

200-500床 209

100-200床 195

50-100床 127

1-50床 31

なし 34

無回答 4

合計 701

14%

30%

28%

18%

4%
5%

1%

500床以上

200-500床

100-200床

50-100床

1-50床

なし

未回答
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背景：低たんぱく質食品

※全体の母数は、有効回答が得られた701件について集計

業種

医師 6

歯科医師 14

薬剤師 4

看護師 17

管理栄養士・栄養士 643

理学療法士 1

言語聴覚士 6

作業療法士 2

介護福祉士 1

ケアマネージャー 1

その他 6

合計 701

1% 2% 1%
2%

92%

1%
1%

医師

歯科医師

薬剤師

看護師

管理栄養士・栄養士

理学療法士

言語聴覚士

作業療法士

介護福祉士

ケアマネージャー

その他
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低たんぱく質食 品アンケート調査結果

L1．たんぱく質を低減あるいは調整した食品を使用し
たことがありますか。

85%

15%

ある

ない

n=701
ある：598
ない：102
未回答：1
有効回答数：701-1＝700

700/701
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低たんぱく質食 品アンケート調査結果

L2．たんぱく質を低減あるいは調整していることをうたった食品（特別用途食

品の低たんぱく質食品を含む）を選択する際、特別用途食品の低たんぱく質
食品であることを考慮しますか。

36%

64%
考慮する

考慮しない

n=701
考慮する：246
考慮しない445
未回答：10
有効回答数：701-10＝691

691/701
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低たんぱく質食品 アンケート調査結果

L3． L2で「考慮しない」を選択した方にお聞きします。「考慮しない」を選択し
た理由はなんですか。

207

168

44

49

特別用途食品と通常のたんぱく調整食品との違いがわからないから

栄養成分が通常のたんぱく調整食品と変わらないから

特別用途食品を知らないから

その他

n=445
複数回答有 未回答：2
有効回答数：445-2＝443 443/445 20



低たんぱく質食品 アンケート調査結果

L4． たんぱく質を低減あるいは調整していることをうたった食品（特別用途

食品の低たんぱく質食品を含む）をどのような疾患の方に使用又は紹介しま
すか。（複数回答可）

548

496

182

128

21

30

18

透析導入前の腎臓病の方

糖尿病腎症の方

透析を受けている方

肝臓疾患の方

膵臓疾患の方

わからない

その他

n=701
複数回答有 未回答：22
有効回答数：701-22＝679 679/701 21



えん下困難者用食品
アンケート調査結果
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背景：えん下困難者用食品

※全体の母数は、有効回答が得られた1024件について集計

施設の種類

病院 694

クリニック 24

特別養護老人ホーム 177

介護老人保健施設 78

その他 49

無回答 2

合 計 1024
68%2%

17%

8%

5% 0%
病院

クリニック

特別養護老人ホー

ム

介護老人保健施設

その他

未回答
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背景：えん下困難者用食品

※全体の母数は、有効回答が得られた1024件について集計

ベッド数

500床以上 119

200-500床 270

100-200床 322

50-100床 204

1-50床 61

なし 43

無回答 5

合計 1024

12%

26%

31%

20%

6%

4% 1%

500床以上

200-500床

100-200床

50-100床

1-50床

なし

未回答
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背景：えん下困難者用食品

※全体の母数は、有効回答が得られた1024件について集計

業種

医師 28

歯科医師 8

薬剤師 7

看護師 77

管理栄養士・栄養士 781

理学療法士 40

言語聴覚士 50

作業療法士 9

介護福祉士 5

ケアマネージャー 3

その他 16

合計 1024

3%1% 1%

7%

76%

4% 5%

1% 0% 0% 2%
医師

歯科医師

薬剤師

看護師

管理栄養士・栄養士

理学療法士

言語聴覚士

作業療法士

介護福祉士

ケアマネージャー

その他
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えん下困難者用食品 アンケート調査結果

E1．嚥下障害をお持ちの方に対して、食品は何を重視して選択し
ていますか。（複数回答可）

514

321

248

185

179

122

嚥下食ピラミッド

施設独自の基準

ユニバーサルデザインフード

特に設けていない

嚥下調整食学会分類2013

消費者庁許可 特別用途食品えん下困難者用食品

n=1024 
複数回答有 未回答：0
有効回答数：1024 26



えん下困難者用食品 アンケート調査結果

E2．（設問E1で特別用途食品を選択されなかった方）特別用途食
品を重視しない理由を下記よりお選びください。

248

184

168

83

85

他の基準の方がわかりやすい

基準が明確でない

特別用途食品がどのようなものか知ら

ない

許可を受けている食品が少ない

その他

n=902
複数回答有 未回答：177
有効回答数：902-177＝725

725/902 27



えん下困難者用食品 アンケート調査結果

E3．特別用途食品・えん下困難者用食品は、現在、許可基準Ⅰ、Ⅱ、Ⅲの３つ

に区分され、そのいずれかが」パッケージに表示されていますが、この表示は
わかりやすいと思いますか。

30%

70%

わかりやすいと思う

わかりにくいと思う

n=1024
わかりやすいと思う：294
わかりにくいと思う：675
未回答：55
有効回答数：1024-55＝969

969/1024
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とろみ調整食品
アンケート調査結果
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背景：とろみ調整食品

※全体の母数は、有効回答が得られた924件について集計

施設の種類

病院 643

クリニック 30

特別養護老人ホーム 152

介護老人保健施設 62

その他 35

無回答 2

合 計 924 70%
3%

16%

7% 4% 0%
病院

クリニック

特別養護老人ホーム

介護老人保健施設

その他

無回答
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背景：とろみ調整食品

※全体の母数は、有効回答が得られた924件について集計

ベッド数

500床以上 95

200-500床 246

100-200床 316

50-100床 178

1-50床 46

なし 41

無回答 2

合計 924

10%

27%

34%

19%

5%
5%

0%

500床以上

200-500床

100-200床

50-100床

1-50床

なし

無回答
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背景：とろみ調整食品

※全体の母数は、有効回答が得られた924件について集計

業種

医師 15

歯科医師 22

薬剤師 10

看護師 61

管理栄養士・栄養士 695

理学療法士 42

言語聴覚士 54

作業療法士 11

介護福祉士 2

ケアマネージャー 0

その他 12

合計 924

2% 2%1%

7%

75%

5%
6%

1% 1%
医師

歯科医師

薬剤師

看護師

管理栄養士・栄養士

理学療法士

言語聴覚士

作業療法士

介護福祉士

ケアマネージャー

その他
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とろみ調整食品 アンケート調査結果

T1．とろみ調整食品を使用していますか。

97%

3%

使用している

使用していない

n=924
使用している：896
使用していない：26
未回答：2
有効回答数：924-2＝922

922/924
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とろみ調整食品 アンケート調査結果

835

750

515

504

387

374

373

94

お茶類

味噌汁類

ジュース類

水

水分補給飲料

濃厚流動食

牛乳

その他

n=896 
複数回答有
未回答：1
有効回答数：896-1＝895

895/896

513

90

28

19

10

8

4

17

お茶類

味噌汁類

水

濃厚流動食

水分補給飲料

ジュース類

牛乳

その他

n=896
未回答：203
複数回答：4
有効回答数：896-203-4＝689

689/896

T2．どのような液体にとろみを付けていますか。（複数回答可）

T3．とろみを付ける液体で最も頻度の多い液体はどれですか。
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とろみ調整食品 アンケート調査結果

T4．とろみを付けて提供する時の温度帯はどれくらいですか。（複数回答可）

T5．とろみを付けて提供する時の温度帯で、最も多いのはどの温度帯ですか。

303

534

519

210

10℃以下

常温（15～30℃位）

40℃位（温かい液体）

60℃以上

n=896
未回答：6
有効回答数：896-6＝890

890/896

59

369

289

90

10℃以下

常温（15～30℃位）

40℃位（温かい液体）

60℃以上

n=896
未回答：88
複数回答：1
有効回答数：896-88-1＝807

807/896
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とろみ調整食品 アンケート調査結果

T5．とろみを付けて提供する時の温度帯で、最も多いのはどの温度帯ですか。

その時の液体は何ですか。

有効回答件数 521

375

131

31

17

11

8

7

6

4

4

お茶類

味噌汁などの汁物

水

ジュース類

ミキサー食

牛乳

流動食

食事全般

水分補給飲料

その他
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とろみ調整食品 アンケート調査結果

T6．最も多く使用している液体の場合、現在使用しているとろみ調整食品の
最も頻度の高い添加量はどのくらいですか

184

361

191

27

27

1％添加

2％添加

3％添加

4％添加

5％添加

n=896
未回答：104
複数回答：2
有効回答数：896-104-2＝790

790/896
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とろみ調整食品 アンケート調査結果
T7．水に対して濃いめのとろみを付ける場合、現在使用している
とろみ調整食品の添加量は最大（最も多くて）何％ですか。

T8．水に対して薄めのとろみを付ける場合、現在使用している
とろみ調整食品の添加量は最小（最も少なくて）何％ですか。

55

151

150

238

144

6％

5％

4％

3％

2％

10

225

344

78

80

0.1％

0.5％

1％

1.5％

2％

n=896
未回答：158
有効回答数：896-158＝738

738/896

n=896
未回答：160
有効回答数：896-159＝737

737/896

38



とろみ調整食品 アンケート調査結果

T9． 液体にとろみを付けてから、どのくらいの時間で利用者に提供しますか。（複数回答可）

T10．とろみを付けてから提供するまでの時間で、最も多いのはどの時間帯ですが。

236

384

290

235

174

直後

5～10分

11～30分

31～60分

61分以上

n=896
未回答：19
有効回答数：896-19＝877

877/896

102

241

209

168

132

直後

5～10分

11～30分

31～60分

61分以上

n=896
未回答：44
有効回答数：896-44＝852

852/896
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とろみ調整食品 アンケート調査結果

T11．とろみ調整食品を加えたときに生じた
ダマ（溶け残り）によってヒヤリ・ハットを感
じたことはありますか。

T12．とろみ調整食品でとろみを付けた液

体を対象者が摂取しているとき唾液に
よってとろみがなくなりヒヤリ・ハットを感
じたことはありますか。

50%

50%

ある

ない

37%

63%

ある

ない

n=896
ある：436 ない：431 未回答：29
有効回答数：896-29＝867

867/896

n=896
ある：314 ない：542 未回答：40
有効回答数：896-40＝856

856/896 40



とろみ調整食品 アンケート調査結果

T13．現在市販されているとろみ調整食品

は一般食品扱いであり、規格や基準といっ
たものはありません。とろみ調整食品に規
格や基準を設けることに賛成しますか。

T14．規格や基準を設ける手段の一つとし

て、とろみ調整食品を消費者庁許可特別用
途食品とする方法がありますが、これに賛
成しますか。

91%

9%

賛成する

賛成しない

82%

18%

賛成する

賛成しない

n=924  
賛成する：822 賛成しない：80 未回答：21
両方回答：1
有効回答数：924-21-1＝902
902/924

n=924  
賛成する：732 賛成しない：159
未回答：33
有効回答数：924-33＝891
891/924 41



とろみ調整食品 アンケート調査結果

T15．賛成すると回答した理由を下記よりお選びください。

T16．賛成しないと回答した理由を下記よりお選びください。

364

231

229

112

31

安心して使用できるから

品質が保証されているから

安全性が高いから

規格や基準がないと信頼できないから

その他

88

34

27

14

38

特別用途食品になってもメリットがないから

どの製品でも品質に差がないと感じるから

どの製品でも十分に安心して使用できるから

企業を信頼しているから

その他

n=732
未回答：14
有効回答数：732-14＝718

718/732

n=159
未回答：10
有効回答数：159-10＝149

149/159

42


